
　⑤イベント・行事・交流事業の見直し　　　　　　　【歳出削減額：11,516千円】
　　（イベント事業の廃止・見直し等による削減）
　⑥学校給食センターの統合　　　　　　　　　　　　【歳出削減額：16,997千円】
　⑦交通網の再編　　　　　　　　　　　　　　　　　【歳入効果額：194千円】
　　（路線の見直しによる運行収入の増加）
　⑧その他事務事業の見直し　　　　　　　　　　　　【歳出削減額：9,113千円】
　　（振興センター宿直業務の廃止。連絡所業務の廃止等）

（2）公共施設の管理運営の見直し
　①観光施設、文化施設及びスポーツ施設等に係る経費の節減　【歳出削減額：59,245千円】
　　（管理運営経費の削減等）

（3）補助金の整理・合理化と協働のまちづくり
　①組織育成補助金と団体運営補助金の見直し　　　　【歳出削減額：2,201千円】
　　（各種団体運営の見直しと補助金の削減）
　②事業補助金の見直し　　　　　　　　　　　　　　【歳出削減額：12,563千円】
　　（補助事業の交付要件等の見直しによる削減）

（4）行政組織機構の再編と給与・定員適正化
　①定員の適正化
【職員数H18年度：11人削減　H19年度：9人削減　H20年度：1人削減　H21年度：16人削減（病院を含
む全職員対象）】
（退職勧奨制度を拡充し早期退職による削減や、退職に伴う新規職員の採用抑制、課の統廃合及び振興セ
ンター業務の見直し、事務事業の合理化により削減した）

（5）財政の適正かつ健全な運営
　①町税・国保税、水道・下水道使用料及び保育料の徴収体制の強化　【歳入効果額：58,943千円】
　②未利用財産の有効利用　　　　　　　　　　　　　【歳入効果額：2,853千円】
　③基金等の運用　　　　　　　　　　　　　　　　　【歳入効果額：16,473千円】
　　（基金の運用を定期預金から一部国債に変更し利子の増加を図るなど、積極的な基金運用を行った）
　④人件費の削減　　　　　　　　　　　　　　　　　【歳出削減額：333,272千円】
　⑤公債費の削減　　　　　　　　　　　　　　　　　【歳出削減額：139,574千円】
　　（毎年度の起債発行額を元金償還額の70％以内に抑制し、後年度における公債費の削減を図った）
※公債費とは、町が道路や学校などをはじめとした社会資本の整備に充てるため、国や銀行などから借り入
れた借金（地方債）を返済する費用です。

（6）委員会等のあり方
①各種委員会の報酬等の見直し　　　　　　　　　　【歳出削減額： 25,469千円】
　（各種委員会の委員等報酬を日額の２分の１とした等）
※行財政改革実施後の財政見通しは以下のとおりです。
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